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本書は、メキシコにおける民主的ガヴァナンス構築を射程に入れて、「国家‐社会」関係

の枠組みから、この国の政治体制の制度編成の動態、変容、転換を通時的、共時的に分析

することを全般的課題にしている。その意味で、本書は実証的分析を中心としていない。

単なる実証主義ではなく理論的枠組みをも重視している。いわば、理論と実証との「統合」

を試みた。本書で扱っている対象時期は極めて広範囲であるが、それはメキシコの政治的

特徴に由来している。PRI（制度的革命党）体制は、「国家‐社会」関係の形成・安定化、

危機の表面化、衰退・枯渇という過程を漸進的かつ不均等に、そして重層的に辿ってきた。

この過程は、ラテンアメリカの多くの諸国が軍事政権から民政へ、そして民主主義の定着

へとドラスティックに転換したことと比較すれば興味深い現象である。 

 メキシコの場合、権威主義的「政治空間」の圧倒的優位のもとに、「市場」も「市民社会」

も長期間にわたり閉塞状況に置かれた。この状況が変化し始めるのは、グローバル化の流

れと重なる。新自由主義政策の展開、そして遅れて台頭してきた「市民社会」を契機に、「政

治空間」の脱権威主義化過程が緩慢に進行するが、NAFTA が国民に与えた様々な困難に見

られるように、「市民社会」は新自由主義という「市場至上主義」政策とイデオロギーのも

とで脆弱であり、いまだに民主主義的ガヴァナンスへ見通しが不透明なままである。 

 上述のような長期的視点を踏まえつつも、本書はサリーナス政権期に焦点を合わせてい

る。それは、この時代が、グローバル化と市民社会が交差する時代であると認識している

からである。すなわち、市民社会を底辺から支える社会的諸アクターの出現、権威主義的

コーポラティズム支配体制の亀裂と綻びの表面化といった現象が見られるようになったの

もこの時代である。「国家‐社会」関係の枠組みは、様々な領域、社会的アクター、制度と

運動が相互に依存し浸透し合い、相乗作用を起こす多層的・多元的関係を想定している。

この関係はローカルな空間からナショナルな空間まで重層的に拡がる。 

 メキシコの政治システムの「国家‐社会」関係からの考察は、ある意味でこの国の民主

的ガヴァナンス構築の考察と結びつく。「国家」を脱構築し、それを動態的・複合的な「社

会」と接合することは、「市民社会」を構築する可能性を探ることに通じる。メキシコのよ

うな事例を市民の立場、ローカルな視点から検討するにはこの視点がとりわけ重要になる。 

 本書の構成を簡単に触れおく。第１章では、「国家‐社会」関係アプローチから現代メキ

シコを考察する視点を提示し、第２章以降の分析枠組みと論点をあらかじめ指摘しておい

た。メキシコにおける「国家‐社会」関係の形成・安定化に向け、カルデナス政権におけ



る不可欠な課題は労働者への対応であった。第２章ではこの問題を取り上げた。カルデナ

スが創出したこの時代の「国家‐社会」関係は、その後のメキシコ社会の枠組みを基本的

に形づくることになった。 

 第３章では、1968 年の学生・民衆運動とそれへの政府の暴力的な対応を背景とした 1970

年代の「国家‐社会」関係を対象にしている。70 年代は政治的危機と制度的・イデオロギ

ー的危機が表面化し連動し始めた。権力ブロック内の政治的ヘゲモニー争いもこうした危

機を深刻化した。それゆえ、メキシコ国家と支配層は新しい戦略の構築、再編を迫られた。

正統性の危機の開始であり、「国家‐社会」関係は絶えざる交渉を余儀なくされる。 

 第４章と第５章は、国家機構内部の変容を、とくに官僚制内のヘゲモニーをめぐる抗争

を論じている。第４章は PRI 体制の形成・制度化に関連させて、また、文民官僚制の確立

を踏まえて、予算企画省（SPP）の影響力強化とテクノクラート官僚のネットワークを考察

した。第５章では、この問題をグローバル化と関連づけ、さらにサリーナス政権内の SPP

と全国連帯プログラム（PRONASOL）の関係を検討した。 

 第６章では、PRI 体制の弱体化と正統性の危機の進行を具体的に論証するため、1988 年

から 1997 年までの選挙プロセスを分析した。この分析を通して、メキシコの政党システム

の再編過程と「民主的移行」の方向性と可能性を探った。 

 第７章は、NAFTA が国民全体に与えた影響を農村や農民の視点からだけでなく、いわば

「国家-市場-社会」関係から考察した。農村の貧困化と構造的変化は、NAFTA を通じた米

国の農業政策の押しつけのみならず、メキシコ政府による国民生活を保障する諸機関の解

体の帰結である。その典型的な事例として全国基礎食糧公社（CONASUPO）を取りあげた。 

 民主的移行に向けた「国家-社会」関係を分析する枠組みを探究したのが第８章である。

J.フォックスの研究成果をベースにして、サリーナス政権期のローカルな農村政治と改良

主義アクターとの相互関連性を検討した。ローカルな「政治」空間において「体制内」の

改良主義的アクターが民主化や社会の多元化、市民社会の台頭に果たす役割と可能性を考

察している。 

 第９章と第 10 章では、メキシコにおける民主化と市民社会の若干の条件、契機と可能性

の問題を扱った。第９章は、メキシコの分権化政策が脱「権威主義」に向けて、多様性の

承認や民主化の進展に一定の積極的な意義を持つが、同時に「上からの分権化」の側面が

強く、権限委譲や説明責任の点から不十分であり、市民的諸組織の発展と連動する課題が

残されていることを論じた。第 10 章は、市民同盟（Alianza Cívica）およびエル・バルソ

ン（El Barzón）運動に注目して、政府と社会との民主的関係の構築を「市民社会‐分権化

‐民主主義」の相互発展・深化から分析し、それを担った多様な社会運動や NGO の展開と

役割を検討した。 

 「国家-社会」関係の枠組みによるメキシコの政治社会分析は、メキシコ研究のみならず

途上国政治研究全般にも新しい視点や課題を提供している。他方、メキシコ研究はその特

殊性や複雑さから見ても豊富な素材を政治学研究に提供する「宝庫」と言えよう。  


